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七
月
に
入
る
と
、
ヤ
ゴ
た
ち
の
羽
化
が
始
ま
る

よ
う
で
す
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
ヤ
ゴ
が
羽
化
し
、

ト
ン
ボ
と
な
っ
て
御
殿
堰
か
ら
飛
び
立
っ
て
い

ま
す
。

オ
ニ
ヤ
ン
マ
・
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
・
ノ
シ
メ
ト

ン
ボ
。
今
年
は
3
種
類
の
ト
ン
ボ
た
ち
に
出
会
い

ま
し
た
。

去
年
・
一
昨
年
は
、
堰
の
石
積
み
に
ヤ
ゴ
の
抜

け
殻
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
ヤ
ゴ
は
頑
張
り

屋
さ
ん
な
の
か
、
町
屋
の
壁
に
抜
け
殻
を
多
く
み

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
無
事
に
飛
び
立
ち
、
来
年
も
ま
た
御
殿

堰
か
ら
ヤ
ゴ
が
羽
化
し
て
い
く
と
良
い
で
す
ね
。

御
殿
堰
に
季
節
感
を
届
け
て
く
れ
る
昆
虫
や

草
花
に
つ
い
て
は
、
発
見
の
都
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
二
五
号
で
す
。
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七
月
二
八
日
・
二
九
日
の
二
日
間
、
御
殿
堰

で
「
手
作
り
風
鈴
絵
付
け
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

年
が
二
回
目
の
開
催
。
白
い
素
焼
き
の
風

鈴
に
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
絵
付
け
を
し

て
い
き
ま
す
。

今
年
は
花
笠
祭
五
〇
年
と
い
う
こ
と
で
「
花

笠
」
を
テ
ー
マ
に
絵
付
け
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
風
に
そ
よ
ぐ
風
鈴
の
音
色
は
、
堰
を
流

れ
る
水
の
音
と
合
わ
さ
っ
て
と
て
も
涼
し
げ

な
音
で
し
た
。

こ
の
風
鈴
は
八
月
三
〇
日
ま
で
紅
の
蔵
に

展
示
さ
れ
、
紅
の
蔵
へ
お
越
し
の
制
作
者
へ
お

返
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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山
形
の
夏
と
言
え
ば
「
花
笠
祭
」
。
今
年
で
、
第

五
〇
回
を
迎
え
ま
す
。

大
き
な
節
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
過
去
最
高
の

約
一
万
三
四
〇
〇
人
（
一
五
二
団
体
）
の
踊
り
手

が
参
加
す
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
過
去
最
多
の
踊
り
手
は
二
〇
一

〇
年
の
一
三
六
団
体
、
一
万
二
一
六
四
人
。
昨
年

は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
こ
れ
を
下
回

る
一
三
三
団
体
、
一
万
二
〇
四
一
人
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

文
翔
館
前
に
あ
る
「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー

チ
」
に
も
「
五
〇
」
の
文
字
が
輝
い
て
い
ま
す
。

花
笠
や
さ
く
ら
ん
ぼ
等
の
名
産
品
を
描
い
た

横
断
幕
が
浮
か
び
上
が
り
、
五
〇
回
と
い
う
節
目

を
迎
え
る
県
都
の
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
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山
形
市
は
一
九
三
三
年
七
月
二
五
日
午
後

三
時
に
、
当
時
の
日
本
最
高
気
温
で
あ
る
「
四

〇
・
八
℃
」
を
観
測
し
ま
し
た
。
以
後
七
四
年

間
保
持
し
て
い
た
記
録
も
、
二
〇
〇
七
年
に
抜

か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

二
〇
世
紀
中
に
日
本
最
高
気
温
を
記
録
し

た
ま
ち
「
山
形
市
」
。
『
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
の

な
い
時
代
か
ら
日
本
一
暑
か
っ
た
「
歴
史
」
や
、

そ
の
よ
う
な
自
然
環
境
と
う
ま
く
付
き
合
っ

て
き
た
「
生
活
文
化
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
後

の
世
代
に
も
伝
え
て
い
く
よ
う
に
』
と
、
毎
年

七
月
二
五
日
、
ま
ち
な
か
で
一
斉
に
打
ち
水
を

行
っ
て
い
ま
す
。

次号の発行は九月七日です。

来月も皆様と紙面でお会いできるのを楽しみにしています。
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七
月
二
七
日
（
金
）
、
水
の
町
屋
御
殿
堰
二
階

に
店
舗
を
構
え
る
「
布
四
季
庵
」
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
致
し
ま
し
た
。

店
舗
の
広
さ
が
約
二
倍
と
な
り
、
手
織
り
機

を
設
置
し
て
織
り
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を

新
設
す
る
予
定
。
お
買
い
物
だ
け
で
は
な
く
、

米
沢
織
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

布
四
季
庵
で
は
、
米
沢
繊
維
協
同
組
合
連
合

会
に
加
盟
す
る
約
二
五
社
が
、
和
服
や
洋
服
を

は
じ
め
、
ス
ト
ー
ル
や
バ
ッ
グ
、
傘
、
帽
子
と

い
っ
た
小
物
類
ま
で
多
彩
な
商
品
を
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
品
揃
え
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
他
、
米
沢
織
の
文
化
そ
の
も
の
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
「
布
四
季
庵
」
に
、
是
非
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。
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七
月
二
八
日
（
土
）
～
八
月
七
日
（
火
）
の
期
間

限
定
で
、
『
米
織
小
紋
』
発
表
展
示
販
売
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

伝
統
的
な
小
紋
柄
を
米
沢
織
の
先
染
め

ジ
ャ
カ
ー
ド
で
織
り
上
げ
た
『
米
織
小
紋
』
。

現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
調
和
す
る
和
の

ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
小
物
か

ら
イ
ン
テ
リ
ア
グ
ッ
ズ
ま
で
米
沢
の
織
物
に

こ
だ
わ
っ
た
製
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

花
笠
祭
、
夏
祭
に
ぴ
っ
た
り
な
巾
着
や
バ
ッ
グ
、

信
玄
袋
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
二
階
へ
、
和
の
涼
を
求
め

に
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

【
期
間
】

七
月
二
八
日
～
八
月
七
日

【
時
間
】

一
一
時
～
一
九
時

※
八
月
五
日
～
七
日
は
二
一
時
迄
営
業

【
お
問
合
せ
】

有
限
会
社
フ
ォ
ト
テ
ッ
ク
ス

山
形
県
米
沢
市
簗
沢
一
七
九
〇
の
一

〇
二
三
八
（
三
二
）
二
〇
一
〇


